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味覚障害による日常生活への影響と医療従事者のかかわり

排尿障害の症状とQOLへの影響

抗がん剤による味覚障害は、患者さんが自ら訴えないこと、味細胞は再生が早く
投与中止後に速やかに改善することから、医療者は過小評価しがちで介入が不十
分と言われます。しかし、食事が楽しめないことは、栄養状態悪化や QOL 低下
にもつながることから、味覚症状を傾聴し、先の見通しや乗り切るための対応策
を説明するなど、多職種が連携して患者さんに寄り添うことが安心にもつながり、
患者さんの食べる意欲を高めます。

　がん治療に伴う味覚障害は、治療が終わると徐々に回復していくこと
が多いため、「治療が終わるまでだから」「がん治療中だから仕方ない」と、
患者さんだけでなく家族や周囲の人も考えがちです。「体力をつけるた
めに食べなければいけない、でも味が感じられないことがつらい」とい
う気持ちを周りの人に理解してもらえないことは患者さんにとって精神
的な負担となります。また、回復までの見通しがわからないことも負担
になります。薬剤師は抗がん剤の副作用について患者さんが理解できる
言葉で丁寧に説明するとともに、つらい気持ちに寄り添い、患者さんの
話を傾聴する姿勢で接することが大切です。　

食事の役割と患者さんへの影響

　食事には栄養を摂取するほかにも精神的機能、生活リズムの調整機能、コミュニケーション機
能、文化的機能があるといわれています（表 1）。

表1　食事の主な役割、機能

栄養を摂取する機能 人が生きていくために必要な栄養を摂取する

精神的機能 食事をすることで満足感を覚え、精神的な安定が得られる

生活リズムの調整機能
社会的な生活を送るために必要な 1 日のリズムを調整する（1 日 3
回の食事によって調整する）

コミュニケーション機能
複数人で食事をとることで相手との関係を深める、他者のために食
事をつくる行為によって相手を大切に思う気持ちを伝える

文化的機能
食に関する文化は嗜好や価値観に影響を与え、食べることが文化的
なつながりをもたらす
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　味覚障害による日常生活への影響は、患者さんが生活するうえで大
切にしていることや役割によってもその程度が異なります。食事は、
家庭のなかで主に調理を担っていた人にとってはコミュニケーション
機能として大きな価値を持つものであり、食べ歩きが趣味の人にとっ
ては文化的機能を担うものでもあります。味覚障害によって調理への
自信を失い、家庭での役割が果たせないことで気持ちが落ち込んだり、
おいしい食事を食べることへの意欲が失われてしまったりすることは、
患者さんのこころに大きく影響します（表 2）。

表2　食に対する患者さんの苦痛

身体的苦痛：味覚障害、悪心・嘔吐、口腔乾燥などによる症状
社会的苦痛：家族と同じ食事がとれない、これまで主に行ってきた調理ができない
精神的苦痛：栄養状態が低下することへの不安、思うように食べられないストレスなど
スピリチュアルペイン：食事をとることに対する価値の変化、食べられないことによる死の恐
怖など

味覚障害の悪循環を防ぐために

　味覚は人が食事をとるかどうかを決める大きな要因となります。味覚障害による食事への意欲
低下は、食事の回数、食事量の減少を招く要因となり、がん治療に影響を与える可能性があります。
低栄養に陥るとがん治療のコンプライアンス、生活の質（QOL）低下を招くことから、体重が 1
か月以内に5%以上、または半年で10%以上減少している場合には治療の見直しも検討されます。

　治療開始前、治療開始以降の食事量や食事内容を把握し、必要に応じてがんの主治医や看護師、
管理栄養士などと情報を共有することが重要です。

　味覚障害は不安やストレスなどの心因性の要素も強く、味が感じら
れないつらさがストレスとなって、さらに症状を増強させる要因になっ
てしまうことがあります。患者さんががんと診断されたことをどう捉
えているのか、治療やその後の生活に対する不安な点は何か、味覚障
害があることをどのように受け止めているのかなどを丁寧に聞き出す
ことが大切です。こうした心因性の味覚障害は、精神科や心療内科の
受診が必要となることがあります。
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症状の見通しを説明してつらさに寄り添うかかわりを

　がん治療に伴う味覚障害を完全に防ぐ方法はありません。しかし、患者さんがあらかじめ味覚
障害の出現時期や対処法について理解していることで心づもりができ、不安の軽減につながりま
す。薬剤師は、服薬指導の際に味覚障害にはどのような症状があるのか、いつからいつごろまで、
どのような症状が起こる可能性があるのか、それに対してはどのような対処法があるのかを丁寧
に説明しましょう。
 
　また、患者さんがあらかじめ味覚障害の副作用が出ること
を理解していても、いざその症状が出現すると、食の楽しみ
が失われたまま、がん治療を継続することになります。つら
い気持ちを抱えたまま治療に臨んでいることを受け止め、患
者さんの話を傾聴し、そのつらさに寄り添うことが大切です。

　患者さんからとくに症状の訴えがない場合でも「食事の味
が変わっていませんか？」「食事はとれていますか？」「食事
で困ったことはありますか？」など、味覚障害があることを
念頭に置き、生活への影響や栄養状態を確認することが重要
です。その症状やつらさを受け止めたうえで食事の工夫など
を提案することで、患者さんも前向きに取り組みやすくなり
ます。

　栄養状態が低下することへの不安が強い場合には管理栄養士へ相談することを勧めます。また、
思うように食べられないストレスや食べられないことから生じる死の恐怖などが強い場合には、
主治医と相談のうえ、腫瘍精神科などの専門医を受診するように勧めるなど、味覚障害があるこ
とによって患者さんが何にいちばん困っているのか、少しでも軽減するためにはどのような調整
が必要なのかという視点でコミュニケーションをはかっていくことが大切です。
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